
はじめに

軍事用語は、それが きわめて特殊な用語 と考えられるため、あるいは現在のわが国の平

和憲法下にあって、タブー視 されているために、一般の英和辞典には見い出しえない語句

が多々見受けられる。 また、わが国の安全保障及び防衛 に対する認識が十分 といえないた

めか、安全保障や防衛にたいする基本的な用語への理解が不足 していると思われる。

しか しながら、時事英語の一端を占める 「軍事用語」は毎 日のように、英語圏の新聞、

雑誌、テレビ、及 びメデア等に登場 している。それゆえ、ややタブー視 されがちなこの

「軍事用語」 を理解することは、われわれ英語を学ぶ者 にとって、 きわめて重要であると

考える。

ここでは、平成15(2003)年 度版のわが国の 「防衛白書」 を通 じて、「軍事用語」の調

査をしたものである。

尚、ここでいう 「軍事用語」 とは、「軍隊 ・兵備 ・戦争などに関する事、軍務に関する

事」などを指 した 「用語」のことである。

!y:..;

1.わ が国の防衛

防衛 大綱(theNationalDefenseProgramOutline)1に よる と、わが 国の防衛 が、防衛

力(defensecapability)の 果 た している第一 の役 割 を担 ってい る。現在、 わが国 の周辺地

域 にお いて、万 一の侵 略事態(aggression)が 発生 し国民 の生命 ・財産 の損 失が考 え られ

るとき、わが国 の防衛 とい う役割が考 え られる。

自衛 隊(Self-DefenseForces:SDF)は 、 わが 国の防衛 をす るのが主任 務で あ り、侵 略

の未然 防止 とわが 国へ の侵 略事 態 に備 えて い る。万 一外 部か らの 武力攻 撃(anArmed

Attack)が な され た場 合、 内閣総理大 臣 は、 わが国 の防衛が 必要 と考 え られ る場合 、国

会 の承 認 を得 て、 自衛隊の全部隊又 は一部の 出動 を命 じるこ とが で きる。之に よ り、各 自

衛 隊は、お互い の緊密 な連携 の もとに行動 し、米軍(U.S.forces)と 連携 して外部 か らの

武力攻撃 に備 え る。
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警 戒 監 視 活 動

侵 略 事 態 に 際 し て 、 普 段 か ら 領 空 ・領 海(territorialwatersandairspace)と そ の 周

辺 の 海 空 域(airspaceandseaareas)を 常 時 監 視 し、 防 衛 に 必 要 な 情 報 を 収 集 ・処 理

(gatheringandprocessinginformation.requiredfordefense)す る 。

海 上 自 衛 隊(theMaritimeSelf-DefenseForce:MSDF)は 、 一 日 一 回 を 基 準 に 哨 戒

機(patrolaircraft)に よ り、 北 海 道 周 辺 海 域(theseasurroundingHokkaido)、 日 本

海(theSeaofJapan)と 東 シ ナ 海(theEastChinaSea)の 海 上 の 船 舶 状 況 を 監 視 し て い

る 。 ま た 主 要 海 域(themainstraits)に お い て は 、 陸 上 自 衛 隊(theGroundSelfDefense

Force:GSDF)の 沿 岸 監 視 隊(thecoastalsurveillanceunits)や 海 上 自 衛 隊 の 防 備 隊(the

guardpostsoftheMSDF)が24時 間 体 制(round-the-clock)で 監 視 活 動(surveillance

activities)を し て い る 。

領 空 侵 犯 に 備 え た 警 戒 と 緊 急 発 進

航 空 自 衛 隊(theAirSelf-DefenseForce:ASDF)は 、 全 国 の レ ー ダ ー(radarsites

deployedthroughoutthecountry)と 早 期 警 戒 機(earlywarningaircraft)、 早 期 警 戒 管

制 機(earlywarningandcontrolaircraft)に よ り、 わ が 国 と そ の 周 辺 上 空(thecOentry's

territorialandadjacementairspace)を24時 間 体 制 で 監 視 し て い る 。 ま た 領 空 侵 犯

(violatingJapan'sterritorialairspace)の お そ れ が あ る 航 空 機 を 発 見 し た と き 航 空 自衛 隊

の 要 撃 戦 闘 機(fighter-intercepters)が 緊 急 発 進 す る 。

軍 事 情 報 の 収 集

自 衛 隊 は 、 上 空 に 飛 来 す る 軍 事 通 信 電 波(militaryradiowaves)や 電 子 兵 器

(electronicweapons)の 発 す る 電 波 な ど の 電 波 情 報(electroniccommunications)の 収 集

を し、 整 理 ・分 析(gathersandanalyzes)を 実 施 し て い る 。 又 、 画 像 情 報 に つ い て は 、 地

球 観 測 衛 星(comrnercialearthobservationsatellites)の 画 像 デ ー タ(imagedata)を 活

用 して 、 軍 事 的 観 点(amilitarypointofview)か ら状 況 把 握 を して い る 。

防 衛 庁 ・自 衛 隊 は 、 こ の 衛 星 画 像 情 報 業 務(imagedataoperation)の 効 率 化 ・高 度 化 を

は か る た め 、 画 像 情 報 支 援 シ ス テ ム(theImageryIntelligenceSupportSystem:IMSS)

を 整 備 し て い る 。 防 衛 庁 は 、 わ が 国 独 自 の 画 像 情 報 収 集 能 力 を 確 保 す る こ と は 重 要 な

こ と で あ る と 考 え て い る 。 そ れ ゆ え 、 こ れ ま で の 画 像 情 報 業 務(imageryinformation

activities)を つ う じ て 確 保 し た 解 析 、 シ ス テ ム 運 用 、 解 析 要 員(analysis,system
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operationandpersonneltraining)の 育成 を実施 している。 また国際情勢 の変化 と呼応 し

て防衛駐在官(theofficialsoftheDefenseAgency)に よる情 報の収集 ・分析態勢 の強化

とこれ ら情報の共有 の迅速化、確実化 を図っている。

陸 ・海 ・空 自 衛 隊 に よ る 各 種 作 戦

わ が 国 へ の 侵 略 に 対 し て は 、 各 自 衛 隊 は 有 機 的 か つ 一 体 的 に 行 動 し、 効 率 的 に 対 応 す

る 。 こ れ ら の 作 戦 は 機 能 に よ り、 防 空 の た め の 作 戦(operationsforairdefense)、 周 辺 海

域 の 防 衛 の た め の 作 戦(operationsfordefenseofsurroundingseaareas)、 わ が 国 領 土 の

防 衛 の た め の 作 戦(operationsfordefenseofJapan'sterritory)、 海 上 交 通 の 安 全 確 保 の

た め の 作 戦(operationsforsecuringthesafetyofmaritime)に わ け られ る 。

こ"

防空のための作戦

防 空 の た め ρ 作 戦(operationsforairdefense)は 、 侵 攻 す る 敵 航 空 機(theinvading

aircraft)な ど を 撃 破 す る作 戦 で あ り、 初 動 対 応 の 適 否 が 作 戦 全 般(theentireoperations)

に 及 ぼ す 影 響 が 大 き い こ と か ら 、 組 織 的 な 戦 闘 力(organizedfightingpower)の 発 揮 が

重 要 と な っ て く る 。 そ れ ゆ え 、 普 段 か ら 即 時 態 勢 を 維 持 し 、 作 戦 で は 戦 闘 力 を 迅 速 か つ 総

合 的 に 発 揮 す る 必 要 が あ る 。 防 空 の た め の 作 戦 は 航 空 自 衛 隊 が 主 体 と な る 全 般 的 な 防 空

(overalldefenseoperations)と 、 各 自 衛 隊 が 基 地(bases)や 部 隊(units)な ど を 守 る

た め に 行 う個 別 的 な 防 空(10calairdefense)に 分 け ら れ る 。 全 般 的 な 防 空 で は 、 敵 の 航

空 攻 撃(anaerialintrusionbyenemyaircraft)に 対 応 し て 国 土 か ら 可 能 な 限 り遠 くの 空

域(airspace)で 迎 え 撃 ち 、 敵 に 優 勢 な 攻 撃 を 許 さ な い よ う に す る 。 ま た 侵 入 す る 航 空 機

の 発 見 の た め に 、 航 空 自衛 隊 は 航 空 警 戒 管 制 部 隊 の レ ー ダ ー(theradarsoftheaircraft

warningandcontrolunits)や 早 期 警 戒 管 制 機(earlywarningandcontrolaircraft)な ど

に よ りわ が 国 周 辺 の 全 空 域(theentireairspaceofareassurroundingJapan)を 常 時 監 視

して い る 。 発 見 した 航 空 機 の 識 別(thedetectedaircraft)に つ い て は 自 動 警 戒 管 制 シ ス テ

ム(theBaseAirDefenseGroundEnvironmentSystem:BADGE)2な ど に 、 敵(enemy)

か 味 方(friend)の 識 別 を 行 っ て い る 。 敵 の 航 空 機 に 対 す る 要 撃 ・撃 破(interceptionand

destructionoftheenernゾsaircraft)に つ い て は 、 敵 の 航 空 機 に つ い て は 、 要 撃 戦 闘 機

(fighterintercepterunits)や 陸 上 自 衛 隊 又 は 航 空 自衛 隊 の 地 対 空 誘 導 弾(surface-to-air

missileunits)に よ っ て 対 処 し て い る 。
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周辺海域の 防衛 のための作 戦

周辺海域 の防衛 のための作戦(operationsforthedefenseofsurroundingseeareas)は 、

海上 自衛 隊が メインとなって、陸上 自衛 隊、航空 自衛 隊 とと もに、対水上戦(anti-surface

ships)、 対潜 戦(anti-submarine)、 防空戦(airdefenseoperations)な どの各種 の作 戦 を

組 み合 わせ て実施 す る。各種 の作戦 は、洋上 にお ける哨戒(patrol)、 敵 の水上艦 艇(the

enemゾssurfaceships)の 撃破 、港湾 や海峡の防備(defendportsharborsandstraits)か

らなる。洋上 にお ける対処 と してはわが国の船舶 な どを攻 撃 しよう とす る敵 の水 上艦 艇や

潜水 艦 を発 見 した場 合 は、護衛 艦(destroyers)、 潜水 艦(submarines)、 哨戒機(patrol

aircraft)な どに よ りこれ を撃破す る。沿岸海域 におけ る対処 と して は、護衛艦 、哨 戒機、

掃海艦 艇(minesweepingmotherships)な どによ り主 要 な港湾 周辺の哨戒 を行 う。 敵の

水上艦艇 、潜水 艦 な どに より攻 撃 を受 けた場合 には、護衛艦 、哨戒機 な どに よ りこれ らを

撃破す る。状況 に よっては、支援 戦闘機(supportfighters)や 陸上 自衛 隊の地対艦 誘導弾

(surface-t(>airguidedmissnes)の 支援 を受 ける。 また敵 によって機雷(mines)が 敷設 さ

れた場合、掃海艦艇 な どに よ りこれを除去 す る。

わが国領土の防衛のための作戦

島 国 とい う特性 を もつ わが 国 の領 土 を 占領 しよ う とい う と き、侵 攻 国 は、侵 攻 正 面

(invadingfronts)で 、海 上 ・航 空 優 勢 を得 て か ら、 海又 は 空 か ら地 上 部 隊(ground

troops)な どを上陸又 は着 陸 させる着上 陸侵攻 を行 うこ とにな る。沿岸海域 にお ける対処

と して、各 自衛 隊は、護衛 艦、潜水艦 、哨戒機 、支援 戦闘機、地対艦誘 導弾 によ り、地上

部隊 を輸送 す る敵 の艦船 な どを可能 な限 り洋上 で撃破 してそ の侵攻 を食 い止め る。海岸

地域 におけ る対処 と して陸上 自衛 隊は、海岸付 近 に配 置 した部 隊の戦車(tank)・ 対 戦車

(anti-tank)・ 野戦特科火力(specialartilleryoftheunits)3な どを集 中 して、敵の地上部隊

の上陸 を水 際で 阻止す る。 敵が上陸 した場合 、野戦特科 火力 と戦車 を主体 とした機 動打撃

力(mobilestrikepower)に よ り、敵の侵 入 を阻止 ・撃破す る。

各種の事態への対応

政府は、総理の指示に基づ き、1996年 か ら、わが国に対する危機が発生 した場合やその

おそれがある場合に政府が とるべ き対応について、起こ りうる種 々のケースを想定 し、必

要な対応策を検討 ・研究するための作業 を行ってきた。
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不審船への対処

不 審船(suspiciousboats)に は、警 察 機 関(policeagency)で あ る海 上 保 安 庁(the

JapanCoastalGuard)が 第 一一義 的 に対処 す るが、海 上 保安 庁 で対 処 す る こ とが不 可 能

で あ った り、 困難 であ る と認 め られ る場合 には、速 やか に海上 警備 行動(themaritirne

securityoperations)な どを発令 し、 自衛 隊が海 上保安庁 と連携 して対処す る。

核 ・生 物 ・化 学 兵 器 へ の 対 応

冷 戦(theColdWar)の 終 結 後 、 核 ・ 生 物 ・ 化 学 兵 器(nuclear,biological,and

chemicalweapons:NBCweapons)と そ の 運 搬 手 段 の 世 界 的 な 移 転 ・拡 散 が 新 た な 脅

威 と し て 心 配 さ れ て い る 。 も し 大 量 破 壊 兵 器(weaponsofmassdestruction)が 使 用

さ れ た 場 合 、 大 量 無 差 別 の 殺 傷(indiscriminatemassmurder)や 広 範 囲 な 地 域 の 汚 染

(extensiveenvironmentalcontarnination)を 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 こ れ ら兵 器 の 移 転 、 拡

散 へ の 対 応 は 、 国 際 社 会 が 抱 え る 大 き な 課 題 で あ る 。

NBC兵 器 へ の 対 応 に か か わ る 防 衛 庁 ・自 衛 隊 の 取 組

防 衛 大 綱 は 、 防 衛 力(defensecapability)が 果 た す べ き 主 要 な 役 割 の 一 つ と し て 、

テ ロ リ ズ ム(terrorism)に よ り 引 き 起 こ さ れ た 特 殊 な 災 害 へ の 対 応 を 盛 り 込 ん で い

る 。 防 衛 庁 ・ 自 衛 隊 で は 、NBC兵 器 に,よ る 攻 撃 に 対 し て 、 検 知(detection)・ 防 護

(protection)・ 除 染(decontamination)・ 防 疫(diseaseprevention)・ 救 出(evacuation)・

治 療(treatment)な ど の 面 で 効 果 的 に 対 処 で き る よ う 、 人 員(personnel)・ 装 備 面

(equipment)で の 機 能 の 充 実 を 図 り 、 特 に 生 物 兵 器 対 処 に つ い て 、 研 究 や 教 育 の 充 実 を

図 っ て い る 。

具 体 的 に は 、 陸 上 自衛 隊 が 探 知 ・防 護 ・除 染 ・防 疫 ・救 出 ・治 療 な ど の 面 で 各 自 衛 隊 問

で の 中 心 的 な 役 割 を担 い 化 学 防 護 部 隊(thechemicalprotectionunits)の 人 的 充 実 や 、 化

学 防 護 車(chemicalprotectionvehicles)、 除 染 車(decontaminationdevices)、 防 毒 マ ス

ク(protectivemasks)、 化 学 防 護 衣(chemicalprotectiveclothing)な ど 各 種 防 護 器 材

(protectiveequipmentandmaterials)の 充 実 を 図 っ て い る 。

生 物 兵 器 へ の 対 処

生 物 剤(biologicalagents)は 、 一 定 の 潜 伏 期 間(certainincubationperiods)を 有 し 、

初 期 症 状(theinitialstageofdiseases)で 生 物 剤 に よ る も の か 否 か 判 定 す る こ と は 困 難 で

時事(軍 事)英 語の調査
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ある。それゆえ、生物剤が散布 された場合、被害が発生 ・拡大 した段階ではじめて何 らか

の人為的な原因が推測 されるのである。

化 学 兵 器 へ の 対 処

化 学 剤(chemicalagents)に は 、 陸 上 自衛 隊 の 化 学 防 護 部 隊(thechemicalprotection

units)な ど に 配 備 さ れ て い る 化 学 防 護 衣 や 化 学 防 護 車 で 防 護 が 可 能 で あ り、 災 害 派

遣(disasterreliefoperations)に よ り派 遣 さ れ た 陸 上 自 衛 隊 の 化 学 防 護 部 隊 な ど が 、 汚

染 地 域 で 、 化 学 検 知 器 材 に よ る 化 学 剤 の 検 知(detectchemicalagents)、 傷 病 者 の 搬 送

(transport)、 除 染(decontamination)、 医 療(treat)を 行 う 。

核 兵 器 に 関 連 す る 物 質 へ の 対 処

防 護 マ ス ク(protectivemasks)と 防 護 衣(protectiveclothing)を 着 衣 す る こ と で 放 射

性 物 質(radioactivesubstances)の 吸 入 に よ る 内 部 被 爆(internalexposure)を 、 ま た 化

学 防 護 車(chemicalprotectionvehicles)で 放 射 線(radioactiveemissions)に よ る 外 部 被

曝(externalexposure)を 一 定 程 度 防 ぐ こ とが で き る 。 そ の た め 、 限 ら れ て は い る が 、 こ

れ ら の 装 備 品 を 保 有 して い る 化 学 防 護 部 隊 に よ る 活 動 が 考 え ら れ る 。

サ イ バ ー 攻 撃 へ の 対 応

防 衛 庁 ・自衛 隊 は 、 サ イ バ ー 攻 撃 の 脅 威(thethreatsofcyberattacks)に 的 確 に 対 応

す る た め 、 情 報 セ キ ュ リ テ ィ(informationsecurity)の 基 盤 を 整 備 す る と と も に 、 サ イ

バ ー 攻 撃 に 対 す る 防 護 ・対 処 能 力 や 体 制 を 確 保 す る こ と が 必 要 で あ る 。 そ れ ゆ え 、1情

報 セ キ ュ リ テ イ ポ リ シ ー の 改 良(improvementofinformationsecuritypolicies)、2サ イ

バ ー 攻 撃 へ の 対 処 手 法 の 研 究(researchintomeasurestodealwithcyberattacks)、3セ

キ ュ リ テ ィ ・シ ス テ ム の 運 用 評 価(evaluationofsecuritysystemmanagement)、4シ ス

テ ム 保 全 管 理 機 能 の 充 実(enhancementofsystemmaintenanceandcontrolfunctions)、

5人 的 基 盤 の 整 備(developrnentofhumanresources)、 な ど の 施 策 を 実 施 して い る 。

弾道 ミサイル防衛

現在 、国際社 会において急 激に弾道 ミサ イル(ballisticmissiles)の 拡散が進 み、アジア

で も多数 の弾道 ミサ イルが配備 され、 わが 国 を射程(strikingJapan)の 中 に収 め る もの

もある と考 え られ る中で、わが 国 として も、弾 道 ミサ イルの脅威(thethreatofballistic
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missiles)に いか に対処す るかが重要 な課題 となっている。

米 国の ミサイル 防衛

弾 道 ミサ イル の飛 翔 経路(thetrajectory)は 、1発 射 され た 直後 で ロケ ッ トエ ンジ

ンが燃 焼 してい るブー ス ト段 階(theboostphase)、2ロ ケ ッ トエ ンジ ンの燃焼 が 終了

し、慣 性運動 に よって基本 的 に宇宙空 間 を飛 んでい る ミッ ドコース段 階(themid-course

phase)、3そ の後 大 気 圏 に再 突 入 して 着 弾 す る まで の ター ミナ ル段 階(theterminal

phase)の3つ に分 類 で きる。現 在、 そ れぞ れ の段 階 に適 した迎 撃 シ ス テム(intercept

systems)が 考 え られ ているが、それ ぞれの対処方 法 にはメ リッ ト ・デメ リッ トが あ るた

め米 国は、様 々な防衛 システム を組 み合わせ、相互 に補 って対 応す る多層 的防衛 システ ム

(multi-1ayereddefensesystems)の 研究 開発 を進 めている。

情報通信技術へ の対応

軍事(militaryaffairs)に おいて、情報通信技術(informationtechnology)の 進歩 が及

ぼす 影響 には大 きい ものが あ る。 セ ンサ ーの高 度化 に よる誘 導武・器の精 度 向上 、在庫 管

理 シス テム(inventoryrnanagementsystems)に よる補給効 率 の向上、 シ ミュ レー シ ョ

ン(simulators)の 活 用 に よる教 育訓 練(educationandtraining)の 効 率化 な ど、 様 々

な分 野 にお ける効果 が期 待 され てい る。 その 中で最 も顕 著 な もの の一つ は、情報 通信機

能(informationandcommunicationfunctions)の 向上 を通 じた、防衛力発揮(exercising

defensecapability)そ の もの に与 え る影響 と考 え られ、大 容量、 高速、広 域 の情報 通信

ネ ッ トワー ク(informationandcommunicationnetworks)を 実現 す る ことな どに よ り、

防衛 力発揮 の効率、効果 を劇的 に向上 させ る可能性 を有 している。

2.防 衛力 を支 える基 盤

自衛 隊 は、 わ が 国 の 防 衛(thedefenseofJapan)と い う 国 家 存 立(thecontinued

survivalofthecountry)に とって最 も基本 的な役割 を担 う専 門の組織 であ り、そのため に

必要 な各種機 能(afullrangeofunitsandservices)を 備 えた様 々な部 隊、機 関 などで構

成 されてい る。 自衛 隊が任務(duties)を 有効 に遂行 す るため には、 国民 の理解 と支援 を

得 るこ とが不可欠 である とともに、人的及び物 的な基 盤 を備 えることが重要であ る。

時事(軍事)英語の調査 露



語
学
教
育
部
ジ
惣
縫
ナ
ル

自 衛 隊 の 組 織

防 衛 庁 ・自 衛 隊 は 、 わ が 国 の 防 衛 と い う 任 務 を 全 う す る た め に 、 実 力 組 織 で あ る 陸 ・

海 ・空 自衛 隊 を 中 心 に 、 防 衛 大 学 校(theNationalDefenseAcademy)、 防 衛 医 科 大 学 校

(NationalDefenseMedicalCollege)、 防 衛 研 究 所(lnstituteforDefenseStudies)、 技 術

研 究 本 部(TechnicalResearchandDevelopmentInstitute)、 契 約 本 部(CentralContract

Office)、 防 衛 施 設 庁(DefenseFacilitiesAdrninistrationAgency)な ど 、 様 々 な 組 織(a

numberoforgan)で 構 二成 さ れ て い る 。

自 衛 隊 の 隊 員

自 衛 隊 員 は 、 自 衛 官(uniformedRegularPersonne1)、 即 応 予 備 自 衛 官(uniformed

ReadyReservePersonnel)、 予 備 自衛 官(uniformedReservePersonnel)、 予 備 自 衛 官 補

(CandidatesforReservePersonnel)と 事 務 官(administrativeofficials)、 技 官(technicaI

andengineeringofficials)、 教 官(instructors)な ど に 分 け ら れ る 。 自 衛 官 は 、 個 人 の 自

由 意 志 に 基 づ き 入 隊 す る と う 志 願 制 度(volunteerbasis)の 下 で 、 一 般 幹 部 候 補 生(a

generalOfficerCandidate)、 一 般 曹 候 補 生(studentcandidateforenlisted)、2等 陸

(PrivateGSDF)・ 海(SeamanApprenticeforMSDF)・ 空 士(AirmanforASDF)、 自 衛

隊 生 徒(SDFyouthcadet)な ど と し て 採 用 さ れ る 。 自 衛 官 の 任 用 制 度 で 、 一 般 の 公 務 員

(theregularcivilservice)と 比 べ 大 き く異 な る 点 は 、 自 衛 隊 の 精 強 さ を 保 つ た め 「若 年

定 年 制 」(earlyretirementsystem)と 「任 期 制 」(ashort-termservicesystem)と い う

制 度 を と っ て い る こ と で あ る 。 「若 年 定 年 制 」 は 、 一 般 の 公 務 員 よ り若 い 年 齢 で 退 職 す る

制 度 で あ る 。 「任 期 制 」 は 、2年 又 は3年 と い う 期 間 を 区 切 っ て 任 用 す る 制 度 で あ る 。 ま

た 、 採 用 後 、 各 自 衛 隊 の 教 育 部 隊 や 学 校(SDFschoolandtrainingunits)で 基 本 的 な 教

育 を終 了 した 自 衛 官 は 、 全 国 の 部 隊 な ど へ 赴 任 す る 。 具 体 的 に は 、 陸 上 自 衛 隊 で は 普 通 科

(歩 兵:infantry)、 特 科(砲 兵:artillery)、 機 甲 化(戦 車 ・偵 察:tanksandreconnaissance)

な ど 、 海 上 自衛 隊 で は 艦 艇(ships)、 飛 行(onboardaircraft)、 装 備(equipment)な ど 、

航 空 自 衛 隊 で は 飛 行(onboardaircraft)、 航 空 管 制(aircontrol)、 整 備(maintenance)

な ど が あ る 。 自 衛 官 の 職 務 内 容 は 、 各 種 の 作 戦 を 行 う た め の 航 空 機 へ の 搭 乗(service

onboardaircraft)、 長 期 間 に わ た る 艦 艇 や 潜 水 艦 で の 勤 務(long-termserviceonshipsor

submarines)、 落 下 傘 で の 降 下(parachuting)な ど厳 し い 側 面 が あ る 。こ の た め 、 防 衛 庁 ・

自衛 隊 は 隊 員 が 誇 り を 持 ち 、 安 心 して 職 務 に 従 事 で き る よ う に 、 職 務 の 特 殊 性 を 考 慮 した

俸 給 と諸 手 当 を支 給 して い る 。
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自衛官の教育

部隊 を構 成 す る 自衛官個 々の能力 を高 め るこ とは、部 隊 の任務 遂行 に とって不 可欠 な

要 素 であ る。 この ため、 自衛 官 は、 自衛 隊の学 校 や教 育 部隊 な どで、職務 の遂行 に必 要

な資 質 を養 い、 知識 ・技 能 の修 得 の た め の教 育 を受 けてい る。教 育 で は、 使命 感 の 育

成(cultivatingasenseofduty)と 特 操 の酒養(fosteringethicalprinciples)、 装 備 の近

代 化(equipmentmodernization)に 対 応 す る知 識 と技 能 の修 得、体 力 ・気 力 の 維 持 向

上(maintainingandimprovingbasicphysica1趾nessandspirit)、 統率力 ある幹部 の養 成

(cultivatingleadershipqualitiesinofficers)を 重視 してい る。

ま た、 自衛 隊 で は、 国 際社 会 で の活 動 の機 会 や諸 外 国(othercountries)と の か か

わ りの増 大 に よ り、英 語(English)、-ー シ ア語(Russian)、 中 国 語(Chinese)、 韓 国語

(Korean)な どの、外 国語教育(languageprogram)を 適切 に行 うとともに、外 国 に対 す

る理解 を深 め るため に、留 学生 を受 け入れ てい る。 さ らに、国際 平和協 力業務 のため の

教 育訓練 の一 つ と して、国連平 和維持 活動(U.N.peacekeepingoperations:PKO)へ の

参加 実績 が多 い北欧 諸国(Scandinaviancountries)な どで実施 され る研 修 に幹 部 自衛官

(officers)を 派遣 している。
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教育訓練の制約 と対応

陸上 自衛隊 の訓練 を行 う演習場 や射場(maneuverandareasandfiringranges)の あ る

場所 は地域的 に偏 ってお り、 また、その数や広 さも十分で ないため、大部隊(1argeunits)

の演 習 や戦 車、対 戦ヘ リコプ ター(antitankhelicopters)、 ミサ イル(guidedmissiles)、

長射程 の火砲(long-:-artillery)の 射撃訓練(firingpractice)な どを十分 にで きない

状況 にあ り、装備 の近代 化 に伴 い この制約 は大 きくな る傾 向 にあ る。一 方、海上 自衛 隊

は、実践 に近い厳 しい電子戦環境 下(electronicwarfareexercises)で の訓練 が で きるエ

リヤや、 ミサ イル ・魚 雷発 射訓練(missileandtorpedoexercises)の 評価 がで きる大規

模 な施 設(large-scalefacilities)な どが ない こ とか ら、国内 では得 られ ない訓練 環境 が確

保で きるハ ワイ沖 などで の訓練 を行 ってい る。 さ らに、航空 自衛 隊は、十分 な広 さが な く

高速 で飛 行す る戦闘機(high-speedfighters)の 特性 を最大 限発揮 した訓練 な どが実施 で

きない。 このた め、組 織 的 な行 動 に よる実践 的 な訓練 に制約 を受 け る。 また、訓練 空域

(trainingzones)と 多 くの基地(bases)と の往復 には長時問 を要 し、電子戦訓練 を実施す

る場合 は、電波 の干渉(radiointerference)防 止 な どの観点 か ら制約 があ るな どの問題 も

あ る。
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広報活動

防衛庁 ・自衛 隊は、情報量 が多 く双方 向性 の通信が可能 なイ ンターネ ッ トによる情報提

供(providinginformation)・ 意見聴取(collectingpublicopinions)、 広報 ビデ オの作成(P

Rvideomaterials)、 街 頭大 型ス クリー ン(alargeoutdoordisplay)で の上 映 を行 うな

ど、マルチ メデ イアを活用 した広報 に取 り組 んでい る。 さらに、 自衛 隊の現状 を広 く国民

に紹介す る活動 も行 ってい る。毎年富士 山麓 で行 われ る陸上 自衛 隊 の総 合火力 演習(the

GSDFfiringexercises)や 、各地で の海上 自衛 隊の護衛艦 に よる体験 航海、航 空 自衛隊 の

基 地航空 祭(ASDFhostedanairreview)で の航空機 の展示飛行 な どがあ る。また、観 閲

式 について は、平成8(1996)年 以来、陸 ・海 ・空 自衛 隊が交互 に主担 当 となって、観 閲

式 、観艦 式、航空観 閲式(theinspectionoftroops,ships,oraircraft)を 行 い、 自衛 隊の

装備 や訓練 の成果 を国民 に紹介 してい る。

むすび

軍事の歴史は古 く長い。 日常のマスコミで も、軍事が報道されない 日はほとんどない と

いっても過言ではないほどである。ところが、これまでわが国では、軍事がややタブー視

されてきたため、軍事関係の記事や報道には分か りに くい点が多々見受けられるようであ

る。 しか しなが ら、特に英語関係の新聞や雑誌 を読むとき、軍事の登場する機会は多 く、

その報道内容、記事、解説などを理解するためには、ある程度英語の軍事用語や用法にも

通 じてお く必要があると思われる。ここでは、その端緒 をつかむために、「防衛 白書」 を

つ うじてその用語等を調査 した ものである。今後はその範囲をより広 げて研究 してみた

いo

1

2

3

注

わが国の防衛力のあり方やその具体的な整備 目標など、わが国の防衛力の整備、維持運用

に関する基本的指針を示 した ものである。

自動化 した航空警戒管制組織であ り、指揮命令、航跡情報などを伝達 ・処理する全規模の

指揮通信システム。

陸上自衛隊の戦闘職種の一つであ り、長射程 ・大口径榴弾砲やロケットなどを有 し、歩兵、

軽装車両、施設などを目標として、それらを撃破 した り、行動を妨害するために使用 され

る。
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